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１. 開会式スピーチ概要
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（１）グテーレス事務総長
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（２）独メルケル首相
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【総務省の対応の主なポイント】
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（１）閣僚朝食会
ドイツ主催の閣僚朝食会において、我が国の「Society5.0」のコンセプトや、G20にお
ける信頼性のある自由なデータ流通（data free flow with trust）に関する議論の結果を
紹介。
（２）ハイレベル・リーダーズ・ミーティング
ドイツ主催ハイレベル・リーダーズ・ミーティングにおける「データガバナンス」を
テーマにしたパネルセッションにおいて、「信頼性のある自由なデータ流通」の取組事
例として、日本の情報銀行の取組を紹介。
（３）ハイレベル・パネル
開会式に続くハイレベル・パネルにおいて「インターネットガバナンスの未来」をテー
マにサーフ博士の司会による議論が行われ、G20の議論や「大阪トラック」の紹介を行
い、「信頼性のある自由なデータ流通」実現の重要性等を指摘。
（４）オープンフォーラム「AI－原則から実装へ―」
OECD主催のAIをテーマとするフォーラムにおいて、2016年のG7高松会合において開
始したAIの議論がOECDでの議論を経て、本年のG20首脳の合意に至った経緯等を紹介し、
他の参加者は日本の貢献への賛意を表明。

＜ハイレベル・パネル＞

２. ハイレベル・セッション等の概要

3. 大阪トラック関連セッション概要
大阪トラックを推進するため、「信頼性のある自由なデータ流通（data free 

flow with Trust）」の推進に焦点を当てたセッションを開催。本年のG20議長国
として、”data free flow with trust”をはじめとしたG20茨城つくば貿易・デジタ
ル経済大臣会合及びG20大阪サミットの成果等を発信。
各パネリストからは、データ流通の促進に向けての議論は、各国、各地域の枠

組を超えるとともに、政府間だけでなくマルチステークホルダーでの議論が必要
であるとの指摘あり。一方で、多国政府間で議論を行うに当たっては、OECD等の
国際機関の活用が重要である旨発言あり。 ＜大阪トラック関連セッション模様＞


